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明治19年11月4日に開校された関西法律学校は，その名の示すように法学教
育を目的とするものであったが，当時の新聞に掲載された設立の趣旨にも「汎
く内外の法律および経済学を教授する」とあるように，法学の他に，経済学も
また，その創立当初から重要な学科目とされていた。当時そこでどのような経
済学が講義されていたかということは，第一回卒業生の一人である内田重成が
丹念に筆記した経済学講義録によってこれをうかがうことができる。本学図書
館の所蔵するその講義録は三冊からなり，手塚太郎の講述を筆写した第一冊は
「明治20年9月中浣」とあって，序論および「第一巻生産ノ事」が論じられて
おり，他の二冊は野村診吉の講述にかかるもので，その内容は第一冊のあとを
うけて分配，交換，貨幣信用とすすみ， 「明治21年4月21日」の日付けのある
第三冊目には最後に外国貿易論がとりあげられている。その構成は体系的によ
くととのっており，個々の説明もかなりくわしいもので，明治20年ごろのわが
国の経済学の講義としては，相当な水準のものといってよいだろう。
手塚太郎は司法省法学校でボアソナードの薫陶をうけた法律学士であるが，
その経済学の知識もまた，おそらくボアソナードやアッペール直伝のものであ
った。法律学のみならず経済学の素養を十分身につけていたボアソナードは，
来日後各所で経済学を講じており，その講義の邦訳も刊行されて，西欧経済学
のわが国への移入におおいに貢献した。この面でのかれの役割りは，民法典の
編纂や法律家の養成というかれ本来の大事業のかげにかくれがちだが，明治初
期に来日してわが国の青年たちに直接経済学を講義し，この国に新しい学問の
種子を蒔いた外人教師の一人として，ボアソナードは，東京大学のフェノロサ
や同志社のラーネッドなどとともに，黎明期の日本経済学史にとって，逸する
ことのできない名前である。ケネーに発し，セーにつちかわれたフランス経済
学の伝統は，ボアソナードによってわが国にうつされたが，それが手塚によっ
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て，商都大阪の地につたえられた次第を，われわれはこの講義録によって知る
ことができるであろう。野村珍吉は東京大学法科大学の第一回卒業生で，創設
期の関西法律学校の講師がすべてフランス法学の人々であるのに対し，かれだ
けはイギリス法の系統に属していた。そのためか彼は関西法律学校ではもっぱ
ら経済学を担当していたが，その経済学もまた当時のわが国に流行していたJ.
s. ミルやフォーセットに依るイギリス古典学派の紹介といってよく，内田の筆
記した講義録も，手塚の講述による第一冊と野村の担当した部分の第二冊，第
三冊とでは，理論的基調はほぼ同一であるものの，説明のはこび方にはかなり
の違いがある。かくて関西法律学校の初期の学生は，期せずして，英仏両国の
経済学を同時に学びえたことになるのである。
明治20年代の後半以降，わが国の経済学の主流は，世界の学界の潮流を反映
して，それまでの英仏の古典学派から， ドイツの歴史学派や，オーストリーの
主観学派へと移行してゆくのであって，明治37年に経済学科が新設された頃に
は，そうした新しい傾向の経済学が本校でも講ぜられるようになったと推測さ
れる。その後の経済学の進展はさらにめざましく，斯学が現在到達した精緻な
体系と豊富な内容とは，われわれのこの記念論文集もその一端をつたえ得てい
ると信じるのであるが，学問体系の発達にともなって，経済学の教授内容もま
た非常に豊富となり，今では本学でも学部と大学院とを合せて数十種の専門科
目が毎年開講されている状態である。こうした現在の時点に立って80年前を回
顧すれば，うたた今昔の感に堪えないものがあるが，それと同時に，ランプの
灯影でかきつづられたこの三冊の講義録をひもとくとき，経済学という「一般
人民ガ知ラザル可カラザル学問」 （手塚の講述する緒言の一節）の摂取と普及につ
とめた先学の精進に対し，心からの敬意をおぽえざるをえないのである。
昭和 40年 11月 4日
関西大学経済学部
学部長杉原四郎
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